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1．センター長あいさつ 

 令和 3年度の「地域コトづくりセンター」は、コロナ禍での活動を模索

した 1年でした。前年度から続く世界的な新型コロナウイルスの蔓延によ

って、活動計画も仮決めの状態で進行せざるを得ませんでしたが、それで

も、スタッフおよび理工学研究科の教員の協力の下、オンラインや WEB サ

イトを活用して、シンポジウムや研究インターンシップを実施することが

できました。詳細は本報告書に記載しておりますが、以下にその一端をご

紹介いたします。 

研究部門は、理工学研究科で実施されている研究の特色と南九州地域に

おける新たな産業創出の可能性に鑑み、①地域創生・安全工学、②環境・

エネルギー、③医療・福祉工学、④先進物質材料開発、ならびに⑤天文・宇宙の 5つの研究分野を設

け、学外からの依頼・相談等のニーズに理工学研究科の教員の有するシーズとのマッチングを図って

います。研究部門には本学教員と地域の企業、支援者で構成する 10 の研究会が設置され、活発な研究

活動が行われています。また共同研究講座「CRS 資源循環共同研究講座」に加えて本年度から SDGs 推

進事業として「海×島 SDGs プロジェクト」を設置しました。これは鹿児島大学の SDGs の取り組みの

一環として、水産・海洋関連研究、再生エネルギー関連研究、海洋環境関連研究を統合する大きな枠

組みの研究で全学的なプロジェクトです。各研究会の活動や海×島 SDGs プロジェクトの詳細につきま

しては、コトづくりニュースレターで紹介していますのでぜひご覧ください。ニュースレターはコト

づくりセンターのホームページで公開しています。 

教育・開発部門は、センター附属の中央実験工場を活用し、学内の教育実習や依頼加工はもちろ

ん、企業等の要望に応じた最新機器の開発や「IoT オープン実証ラボ」などの技術者教育等を行ってお

ります。マスコミでも取り上げられました AI・IoT を用いた郡元キャンパス中央食堂「混雑予想」シ

ステムも、開発部門の活動成果の一つです。また今年度は地域貢献活動として、肝付町で中学校教員

を対象としたプログラミング講座を開催しました。中学校でプログラミングを指導する先生のスキル

アップを目指した内容で、受講した先生方から高い評価を得ました。その他、地域企業との共同開発

プロジェクトも継続的に進めています。 

一般社団法人産学協働イノベーション人材育成協議会（C－ENGINE）や地元企業と連携した博士前

期・後期学生の研究インターンシップの斡旋も当センターの重要な役割の一つです。本年度はコロナ

禍でありながら、2 人の学生が研究インターンシップに参加することができました。研究インターンシ

ップ報告会を開催しましたが、いずれも予想以上に多数の参加となり、学生の研究インターンシップ

への関心も高まってきています。また今年度から文科省主導で博士後期課程の学生を対象とするジョ

ブ型研究インターンシップが制度化されました。鹿児島大学も正式にジョブ型研究インターンシップ

推進協議会に参加することが決定し、地域コトづくりセンターが窓口として学生の支援をすることに

なりました。 

これからも、当センターは、設立理念に基づき、地域の様々な要請に応えるべくさらにプレゼンス

を高めていきたいと思います。新たな発見やアイデアの種をお持ちの方、未だその種をお探しの方、

私共地域コトづくりセンターは、皆さまの種を将来の大輪の花に繋げるお手伝いをいたします。是

非、気軽にお立ち寄りいただき、ご相談いただければ幸いです。 

                            鹿児島大学大学院理工学研究科 

                           地域コトづくりセンター長 二宮秀與 
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2．事業報告  

2.1 事務局管轄 

 1) 主催・共催事業   

 

令和 3年度地域コトづくりセンター主催・共催事業を下記の通り実施しました。 

1.令和 3年度研究インターンシップウィーク web 企業交流会 

【開催日】令和 3年 4月 19 日(月)、20 日(火)、28 日(水)10:30-11:30 

     令和 3年 4月 22 日(木)、23 日(金)13:00-14:00/14:30-15:30 

     令和 3年 4月 26 日(月)10:30-11:30/13:00-14:00 

     令和 3年 4月 27 日(火)13:00-14:00 

【場 所】オンライン（Zoom） 

【主 催】地域コトづくりセンター 

【参加者】78 名（工学部 58 名、理学部 20 名） 

2.米盛グループ研究インターンシップ web 交流会 

【開催日】令和 3年 6月 16 日(水)15:00-16:00 

【場 所】オンライン（Zoom） 

【主 催】地域コトづくりセンター 

【参加者】1名 

3.肝付町プログラミング教室 

【開催日】令和 3年 10 月 13 日(水)14:00-16:30 

【場 所】肝付町文化センター 

【主 催】地域コトづくりセンター、肝付町教育委員会 

【参加者】中学校教員 9名 

4.令和 3年度地域コトづくりセンターシンポジウム 

「スマート農業を目指した農工連携による IoT の展開」 

【開催日】令和 3年 12 月 1 日(水)13:00-17:00 

【場 所】オンライン（Zoom ウェビナー） 

【主 催】地域コトづくりセンター 

【共 催】鹿児島大学農学部、産学・地域共創センター 

【後 援】鹿児島県、公益社団法人 鹿児島県工業倶楽部 

【参加者】97 名（学外 50 名、学内 47 名） 

5.研究インターンシップ報告会＆説明会 

【開催日】令和 3年 12 月 8 日(水)13:30-14:30 

【場 所】オンライン（Zoom） 

【主 催】大学院理工学研究科 グローバル人材育成支援室 

【共 催】地域コトづくりセンター 

【参加者】56 名 
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2) 企業との共同研究等 

 

  以下の共同研究において、コトづくりセンターからも各種会議への参加を通じた情報収集を行う

等、進捗状況の把握につとめ、広報活動などの後方支援を行った。 

 

効用缶熱交換パイプの半自動洗浄装置の開発 

 

【企業名】新光糖業株式会社 大阪府大阪市城東区今福西 6丁目 8番 19号 

【研究課題】砂糖精製の過程で使用する熱交換器の洗浄工程の機械化 

【研究体制】代表者 二宮 秀與  

他教員 理工学研究科 5名、技術職員 2名、特任専門員 1名 計 11名 

【設置期間】平成 28年 9月 1日より令和 4年 3月 31日まで 

【活動内容】R3第 1回打合せ 6月 29日(火)10:30-11:00  オンライン会議 

      テストベンチ試運転（2回目） 7月 28日(水) 9:00-13:00 現場立会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         設置の様子 

 

 

 

 



 

3) 地域コトづくりセンターシンポジウム   

 

【開催日時】令和 3 年 12 月 1日(水) 13:00-17:00 

【場  所】オンライン（Zoom ウェビナー） 

【共  催】鹿児島大学農学部、産学・地域共創センター 

【後  援】鹿児島県、公益社団法人 鹿児島県工業倶楽部 

【参加人数】97名 学外 50 名/学内 47名（学生 29 名） 

 

本年度のシンポジウムはコロナ禍による感染拡大防止の方針にのっとりオンラインで開催し、九州

農政局鹿児島支局 総括農政推進官 今村 裕治氏、鹿児島県工業倶楽部副会長 弓場 秋信氏の基調

講演に続き、株式会社エルム 取締役第２開発部長 和田 健吾氏、鹿児島大学の研究者 4 名による

計 5 件の事例発表が行われた。オンライン開催ということもあり、離島含む県内全域からの参加者が

あり、広く情報発信を行うことができた。 

 

 

■ 基調講演 

〇「スマート農業の展開について」   

九州農政局鹿児島支局 総括農政推進官 今村 裕治 

〇「工農連携の取組について」    

鹿児島県工業倶楽部副会長 工農連携研究会会長 

      弓場貿易株式会社 代表取締役社長 弓場 秋信 

 

 

■ 事例発表 

1.「ローカル 5Gを活用したお茶の高度生産体系の実証」            

                 鹿児島大学農学部 農林環境科学科 助教 末吉 武志 

2.「ピーマンの統合環境制御栽培とスマート化について」    

                              鹿児島大学農学部 農林環境科学科 准教授 神田 英司 

3.「画像認識に基づいた茶葉・野菜の計測および生育推定」  

鹿児島大学工学部 情報・生体工学プログラム 助教 福元 伸也 

4.「さとうきびハーベスタの IoT 化」                        

     鹿児島大学工学部 機械工学プログラム 准教授 熊澤 典良 

5.「スマート農業への事業展開」      

                                     株式会社エルム 取締役第２開発部長 和田 健吾 

 
講演者を中心としたオンラインの様子 
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鹿児島大学大学院 理工学研究科 地域コトづくりセンター 

📞099-285-7689 ✉:kotozukuri@gm.kagoshima-u.ac.jp 

URL:https://kotozukuri.eng.kagoshima-u.ac.jp/ 

 

～地域コトづくりセンターシンポジウム～ 

  日時 

 会場 

 対象  定員 

2021 12/1（水）13:00～17:00 

鹿児島大学郡元キャンパス 

産学・地域共創センターセミナー室及びオンライン（Zoom） 
※新型コロナ感染状況によってオンラインのみへ変更の可能性もあります 

一般公開（スマート農業に関心のある方） 
会場 20名 

オンライン定員なし 

 右の QRコードまたは下記 URLから申込サイトにアクセス 

        https://forms.gle/MbhxHzy8PV6L8q7w6 

 11月 20日（土） 
※受付済のみなさまには事務局より Zoomミーティング IDをお送りします。 

              時間になりましたらミーティングへのアクセスをお願いします。 
 

お申込 QRコード 

お申込先 

■基調講演 

〇「スマート農業の展開について」 

       九州農政局鹿児島支局 総括農政推進官 今村 裕治 

〇「工農連携の取組について」 

           鹿児島県工業倶楽部副会長 工農連携研究会会長  

          弓場貿易 株式会社 代表取締役社長 弓場 秋信 
 

■事例発表 

〇「ローカル５Ｇを活用したお茶の高度生産体系の実証」 

〇「ピーマンの統合環境制御栽培とスマート化について」 

〇「画像認識に基づいた茶葉・野菜の計測および生育推定」 

〇「さとうきびハーベスタの IoT化」 

〇「スマート農業への事業展開」 

お問合せ 

主催：鹿児島大学大学院 理工学研究科 地域コトづくりセンター 

共催：鹿児島大学農学部、産学・地域共創センター 

後援：鹿児島県、公益社団法人 鹿児島県工業倶楽部 

 

 

参加無料 
 

令和 3年度  鹿児島大学大学院  理工学研究科 
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■基調講演 

■事例発表 

鹿児島大学 産学・地域共創センター 

２Ｆ セミナー室 

●市電をご利用の場合  

唐湊下車 徒歩 3分 

 

●バスをご利用の場合  

鹿児島市交通局 11 番線（鴨池・冷水

線） 法文学部前下車 徒歩 8分 

 

 

『スマート農業の展開について』 

              九州農政局鹿児島支局 総括農政推進官 今村 裕治 

 

『工農連携の取組について』 

          鹿児島県工業倶楽部副会長 工農連携研究会会長 

弓場貿易 株式会社 代表取締役社長 弓場 秋信 
 

講演１ 

講演２ 

       

「ローカル５Ｇを活用したお茶の高度生産体系の実証」 

鹿児島大学農学部 農林環境科学科 助教 末吉 武志   

            

「ピーマンの統合環境制御栽培とスマート化について」 

鹿児島大学農学部 農林環境科学科 准教授 神田 英司  

 

「画像認識に基づいた茶葉・野菜の計測および生育推定」 

鹿児島大学工学部 情報・生体工学プログラム 助教 福元 伸也  

 

「さとうきびハーベスタの IoT化」 

鹿児島大学工学部 機械工学プログラム 准教授 熊澤 典良   

 

「スマート農業への事業展開」                          

株式会社エルム 取締役第２開発部長 和田 健吾 

 

発表１ 

発表２ 

発表３ 

発表４ 

発表５ 

会 場 
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2.2研究会活動 

1）研究会一覧   

設置

分野 
研究分野長 研究会名 代表者 研究会概要 

地
域
創
生
・
安
全
工
学 

酒匂 一成 

（海洋土木工学） 

コンクリート構造物の 

診断技術研究会 

（H29.1.10～） 

審良 善和 

（海洋土木工学） 

コンクリート構造物に対する維持管理

の重要性に鑑み、建設後の構造物の状態を

正しく診断するための既存技術の応用及

び新技術の開発研究を行うと同時に地元

で活躍する土木技術者の技術力向上を図

る。 

加工計測IoT研究会 

（H29.2.1～） 

熊澤 典良 

（機械工学） 

機械加工の高度自動化を行うための加工

計測、状態監視、制御、IoTを統合するシス

テムの研究を産学官で推進し、そのノウハ

ウにより県内企業の生産性の向上に寄与

することを目指す。 

鹿児島版地盤情報 

データベース研究会 

（H29.4.1～） 

酒匂 一成 

（海洋土木工学） 

これまでに県内のボーリング等のデータ

収集に取組み、これらのデータを元に鹿児島

県の任意の三次元地盤図を表示・活用するた

めのシステムの構築などを行ってきた。構築

してきたデータベースの内容向上や土木技

術者などを対象にした利活用方法について

検討し、システムの実用化を目指している。 

地域特性を活かした資源

循環システムによる新し

い肥・飼料の開発研究会

（R01.10.1～） 

山口 明伸 

（海洋土木工学） 

焼酎粕などの地域特有の残渣類を、沿岸域

の漁場環境向上のための肥料や、養殖魚類あ

るいは家畜の飼料とする、新しい資源循環シ

ステムを提案することを目的とする。 

火山地域におけるUAV等

を活用した降灰後土石流

予測に関する研究会 

（R03.4.1～） 

酒匂 一成 

（海洋土木工学） 

火山が噴火すると土砂災害防止法に基づ

いた緊急調査（土石流発生域の降灰状況や降

雨浸透能の変化など）を実施することにな

る。降灰後の土石流の発生予測や土石流等の

発生状況の把握を行えるUAV等の機器を活用

した調査手法の開発を行うことを目的とす

る。 

出水麓環境デザイン 

研究会 

（R03.4.1～） 

木方 十根 

（建築学） 

本研究会は鹿児島県内で唯一日本遺産

に登録されている「武家屋敷群・麓」にお

けるまちづくりを公・民・学の共創で支援

するプラットフォーム（地域中間組織）と

しての役割を果たすことを目的とし、空き

家の再生や町並み環境整備に対する支援

によって定住促進と観光活性化を図り、地

域創生を推進するものである。 
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設置

分野 
研究分野長 研究会名 代表者 研究会概要 

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー 

鷹野 敦 

（建築学） 

ライフサイクルハウス 

研究会 

（H29.7.1～） 

鷹野 敦 

（建築学） 

木材のみで建物を作る「Ｊログ工法」を基

盤とし、木材の特性を最大限に活かした”

人”にも”自然環境”にも最適な新しい木

質工法システム（ライフサイクルハウスシ

ステム）の研究開発を行う。 

有人離島における再生

可能エネルギーを活用

した地域社会モデル 

研究会 

（H29.7.1～） 

【休会】 

山城 徹 

（海洋土木工学） 

本土から遠く離れた小離島のような厳し

い地理条件に置かれた地域が抱える様々な

問題を解決し豊かな地域社会を形成するた

め、再生可能エネルギーの効率的な作り方

から貯め方、使い方を研究することを目的

とする。 

医
療
・
福
祉
工
学 

伊東 祐二 

（化 学） 

ＨＴＳバイオ分子設計 

研究会 

（H28.3.1～） 

伊東 祐二 

（化 学） 

より高速で確実な機能性分子の創生に向

け、広範囲な分子ライブラリーからの機能性

分子の特定における、次世代シークエンサ

ーを使ったＨＴＳ（高速配列解析）技術の導

入と高度化、さらにその普及を目的とする。 

先
進
物
質
材
料
開
発 

二井 晋 

（化学工学） 

食品加工開拓研究会 

（H29.1.16～） 

二井 晋 

（化学工学） 

卵白や黒酢等の食品加工を視野に入れた独

自の粉体化と経験的に効能がある素材での

機能性成分の特定、抽出、複合化等の技術に

興味をもつ南九州地区の産学官の交流・討議

の場とする。 

天
文
宇
宙 

片野田 洋 

（機械工学） 

鹿児島ハイブリッド 

ロケット研究会 

（H29.1.10～） 

片野田 洋 

（機械工学） 

小型ハイブリッドロケットに必要な各種

要素技術に関する情報収集と各自技術の開

発を行い、県内企業とも協力しながら鹿児島

県産小型ハイブリッドロケットの製造と打

ち上げを目指す。 
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令和 3年度 地域コトづくりセンター研究会活動報告書 

研究会の名称 コンクリート構造物の診断技術研究会 

代表者 
氏名 審良 善和 

所属 海洋土木工学 

設置分野 地域創生・安全工学 

会 員 数 計 40 名 （学内 3 名・学外 37 名） 

 活動実績 

特別講演会および技術講習会の開催 

 講演会：橋梁長寿命化計画に関する検討事例の紹介，参加者 105 名，4 月 28 日 

 講演会：港湾インフラの未来を考える，参加者 6 名，11 月 26 日 

維持管理に関する技術支援 

 藺牟田瀬戸架橋維持管理計画策定業務，環境外力評価に関する技術支援，維持管

理計画策定に関する技術支援 

 点検データを用いた橋梁群の劣化予測手法の提案とソフト開発，維持管理計画策定

時の劣化予測手法を新たに提案，分析ツールを提供 

 老朽化施設の点検診断および対策等維持管理に関わる技術支援および技術開発，

橋梁，調整池，雨水路等，肝付町，民間企業との産学官連携を開始 

 温泉地域の腐食性評価 

 新材料（補修材料）の適用性検討 

 点検結果の判定に関する技術支援 

研究開発に関する支援 

 研究題目「構造物の診断技術および維持管理システムの開発とその実用化に関する

研究（平成 29 年 12 月 6 日締結～平成 34 年 9 月 30 日まで） 

 研究題目「実構造物における部材性能および材料品質の時系列データベースの構築

に関する研究その１」（令和 2 年 7 月 1 日締結～令和 3 年 6 月 30 日まで） 

診断技術・材料性能評価に関する支援 

 材料性能評価 109 件（1 月 20 日時点） 

 

 活動成果  

鹿児島県内のインフラ構造物の維持管理全般に関与し，県内インフラの長寿命化，持続

可能化を目指した活動を継続することができた。また，活動の多くは，県内外の土木技術

者・研究者と連携し技術支援等を行ったため，維持管理等業務に関わる土木技術者の育

成にもつながった。 

 

2） 研究会活動報告 
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令和 3年度 地域コトづくりセンター研究会活動報告書 

研究会の名称 加工計測 IoT 研究会 

代表者 
氏名 熊澤 典良 

所属 鹿児島大学理工学研究科 

設置分野 地域創生・安全工学 

会 員 数 計 10 名 （学内 3 名・学外 7 名） 

 活動実績および活動成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.カンファレンスでの発表 

  (1) CIEC 2021 PCC，開催日: 8/20(金)～8/23(月)，発表件数：２件 

(2) 九州 PCC in 鹿児島，開催日：11/13(土)，発表件数：２件 

2.IoT 実証ラボの見学 

  通算 9回､合計 46 名｡ 

3.講演 

(1) 令和 3 年度喜界町ケーンハーベスタオペレータ研修会―喜界島ハー

ベスタ情報システムの概要説明および意見交換会― 

令和 3年 11 月 29 日(月)，主催：喜界町糖業振興会，場所：喜界

町自然休養村管理センター，参加者約 20名 

(2) 『スマート農業を目指した農工連携による IoT の展開』～地

域コトづくりセンターシンポジウム～，開催日時：令和 3年 12 月

1 日，題目：さとうきびハーベスタの IoT 化，参加者約 100 名． 

(3) 「サトウキビ農業の先端農業実証プロジェクト」についての 

セミナー，主催：鹿児島大学産学・地域共創センター，場所：徳

之島町生涯学習センター，講演題目：RTK（リアルタイム・キネマ

ティック）測位による圃場面の 3D測位，参加者約 15 名． 

4.メディアでの報道 

① R3 年 5 月 18 日(火)18:15-18:25 KKB J チャン+ ②R3 年 5 月 24

日(月) 南日本新聞 11面，③ R3 年 6 月 28 日(月)18:10-19:00 

NHK 情報 Wave 鹿児島 等，計７件 
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令和 3年度 地域コトづくりセンター研究会活動報告書 

研究会の名称 鹿児島版地盤情報データベース研究会 

代表者 
氏名 酒匂 一成 

所属 鹿児島大学学術研究院理工学域工学系 

設置分野 地域・安全工学 

会 員 数 計 7名 （学内 4名・学外 3名） 

 活動実績 

４月：地盤情報データベースのサーバー管理に関する打ち合わせを行った。 

５月：鹿児島県建設技術センターの地域づくり助成事業の申請書の作成を行った。 

６月：鹿児島県地質調査業協会とのデータベース構築に関する意見交換をメールで行っ

た。 

９月：鹿児島県建設技術センターの地域づくり助成事業の採択により，研究内容について，

遠隔会議を行った。今年度は，ボーリングデータから，鹿児島地区および谷山地区の地層

断面図や姶良～国分平野の特徴と鹿児島平野との違いなどについて，まとめるとともに，三

次元地盤モデルの作製に取り組むことが確認された。 

１０月：ボーリングデータから地質断面図の作製を行った。 

１１月：データベースに断面図作製支援システムの導入やこれまでの研究報告書の掲載，

地層断面図の掲載などの作業を行った。 

１２月：鹿児島県建設技術センターへの中間報告のための資料作成を行った。 

１月：自然災害学会西部地区部会へ投稿する論文原稿の作成を行った。 

 

 活動成果  

本年度の活動について，「鹿児島版地盤情報データベースシステム（K-DBS）」の工学的利

用法の検討として，これまでに収集してきたボーリングデータを基に，鹿児島地区および谷

山地区の地層断面図を作製し，データベースへの追加を行うとともに，地層断面図から三

次元地盤モデルを作製する手法について検討した。また，地質断面図を作製する過程で

得られた姶良～国分平野の特徴と鹿児島平野との違いなどに関する知見について整理し

た。 
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令和 3年度 地域コトづくりセンター研究会活動報告書 

研究会の名称 地域特性を活かした資源循環システムによる新しい肥・飼料の開発 

代表者 
氏名 山口 明伸 

所属 理工学域工学系 

設置分野 地域創生・安全工学分野 

会 員 数 計２２名（学内１０名・学外 １２名） 

 活動概要 

 本研究会は、県内で生産される様々な農作物や特産品の出荷・加工の際には、農

作物残渣や加工残渣が多く発生するが、その大部分は産業廃棄物として廃棄されて

いるのが現状である。本研究会では、特に、焼酎粕などの地域特有の残渣類を、沿

岸域の漁場環境向上のための肥料や、養殖魚類あるいは家畜の飼料とする、新しい

資源循環システムを提案することを目的としている。以下に、「課題の整理」および

「研究体制」を示す。 

＜研究課題＞ 

 ①加工および農産物の残渣類が含有する栄養成分の現状分析 

②発酵・乾燥処理による資源循環システムによって再資源化された 

肥料および飼料の成分分析とその効果 

③肥料および飼料の利用目的に応じた残渣類の最適配合の検討  

＜研究体制＞ 

 成分分析 WG 残渣類およびシステムの適用性検討（工学系および関連業界委員） 

農業分野 WG 農学分野における効果の確認（農学系および関連業界委員） 

 水産分野 WG 水産分野における効果の確認（水産系および関連業界委員） 

 

 活動実績と成果  

 CRS 共同研究講座と連携し、さらに関連する自治体および企業を加えることにより研究の

成果を社会実装に繋げることを計画している。 

令和３年度前半は、焼酎粕や商品価値のないブリやジャガイモ等を対象とした再資源化を

検討したものの、効果的な加工処理の開発が難航したうえ、コロナ禍の影響で市場ニーズ

が大きく変化し、原料の入手も困難な状況となった。そこで後半は、産学・地域共創センタ

ーとも連携し、南九州地域周辺における産業廃棄物情報と資源獲得に関する調査を開始

した。また、新たに鉄鋼スラグを活用した藻場・漁場造成用ポーラスコンクリートを、磯焼け

対策事業として活用する検討も開始した。 

 調査結果を踏まえて対象資源を絞りこみ、その再資源化システムの基本構想を構築したう

えで、社会実装に向けた自治体および企業との連携に移行する予定である。 
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令和 3年度 地域コトづくりセンター研究会活動報告書 

研究会の名称 火山地域における UAV 等を活用した降灰後土石流予測に関する研究会 

代表者 
氏名 酒匂 一成 

所属 鹿児島大学学術研究院理工学域工学系 

設置分野 地域・安全工学 

会 員 数 計 7名 （学内 2名・学外 5名） 

 活動実績 

４月：今年度の研究計画に関する打ち合わせをメールで行った。 

５月：砂防学会研究発表会への論文投稿について打ち合わせを行った。 

６月：昨年度までの進捗状況や今年度の研究計画などについて遠隔会議を行った。桜島に

おける侵食傾向の年ごとの違いを表現するための方法や予測モデルに学習させるデータ

について検討することになった。 

８月：研究を進めていくための新たなデータが研究会メンバー内で共有され，それらのデー

タも用いて桜島における侵食発生地域予測モデルの構築を試みることになった。 

９月：土石流検知センサに関する遠隔会議を実施し，現状でのセンサの精度，対候性，電

池の消耗具合などについて確認した。また，侵食発生地域予測モデルの構築に関する研

究成果を日本自然災害学会の研究発表会で報告した。 

１０月：侵食発生地域予測モデルの構築に関する研究の進捗状況を遠隔会議にて共有し

た。  

１２月：今年度の研究成果に関して遠隔会議を実施して，十分な成果が得られていることを

研究会メンバー内で確認した。 

 

 活動成果  

本年度の活動について，火山地域での降灰後の土石流の発生予測や土石流等の発生状

況の把握を行える UAV 等の機器を活用した調査手法の開発について，土石流検知センサ

の精度，対候性，電池の消耗具合などについての実験的検討および桜島に堆積する火山

灰の堆積状況に関する機械学習による推定方法などについて検討した。その結果，土石

流検知センサによって土石流の動きを捉えられること，機械学習による予測モデルを構築

することで桜島における侵食が発生する地域を予測できることなどがわかった。 
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令和 3年度 地域コトづくりセンター研究会活動報告書 

研究会の名称 出水麓デザイン研究会 

代表者 
氏名 木方十根 

所属 工学専攻建築学コース 

設置分野 地域創生・安全工学 

会 員 数 計 8 名 （学内 1 名・学外 7 名） 

 活動実績 

研究会の開催 

第２回： 

・2021 年 6 月 18 日（金）16:00〜17:00 

・出水市役所 

第３回： 

・2021 年 10 月 29 日（金）16:00〜17:00 

・諏訪馬場地区公民館 

 

 活動成果  

今年度は活動初年度ということもあり、研究会での意見交換が主な活動となった。

第１回の研究会では、研究会の発足と趣旨の確認、課題抽出を行った。なお出水市

では 2021年度、景観法に基づく景観計画の見直しの検討を行った。本件は直接研究会の

活動内容ではないが、研究会のメンバーの多くが本件に深く関与したこともあり、研究会で

の意見交換が、有効な景観行政の推進に間接的に寄与したものと考える。 

第２回の研究会では、伝建事業における国庫補助の修理事業における課題点につい

ての家主の要望を、行政担当者のみならず民間職業団体代表、民間事業者といった

多様な研究会メンバーで議論することとなった。その前提として出水麓地区では、今

年度二件の民間活力による空き家再生事業が着手されることがある。こうした事業の展開と

ともに、修理が完成した家屋をどのように活用するのか、といったソフト面での課題があるこ

とを共有し、修理完成後の民間活力による活用についても検討を開始する機会となった。 

年度内に第３回の研究会を予定している。コロナ感染対策の状況次第ではあるが、

できれば県外在住の家主も参加のうえ、より具体的な意見交換をすすめられれば、

と考えている。 
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令和 3年度 地域コトづくりセンター研究会活動報告書 

研究会の名称 ライフサイクルハウス研究会 

代表者 
氏名 鷹野 敦 

所属 工学専攻 建築学プログラム 

設置分野 環境・エネルギー 

会 員 数 計  名 （学内 4 名・学外 4 名） 

 活動実績 

 木造耐力壁の壁倍率認定（下記参照）の追加取得を視野に、積層材間のせん断す

べり面数が及ぼす構造性能への影響を実験により確認した。認定仕様である積層材

厚 90mm（25-27 本）に対し、3種類の異なる積層材厚さ（本数）:60mm（39 本）、

150mm（15 本）、360mm（6 本）を想定し、実大の壁体試験体を用いた面内せん断試験

を行った（準備: 2021 年 4-9 月、試験: 2021 年 10 月）。 

 本構法の環境性能について、ライフサイクルアセスメントによるマルチクライテリア評価を

行い、環境性能と経済性を他の一般的な工法と比較した。各工法の一般的な仕様に基づ

き建物モデルを設定し、建材のインベントリデータを作成し、8 つの評価指標（地球温暖化

係数・エネルギー消費量・資源消費量・オゾン層破壊係数・酸性化係数・炭素固定・エネル

ギー貯蔵・コスト）について、LCA データベース（IDEA）の原単位と建設物価データを用い

て評価した（2021 年 4 月-2022 年 2月）。 

 活動成果  

1. 木造耐力壁の壁倍率認定取得 

 昨年度に行った性能評価試験（（公財）日本住宅・木材技術センターにて実施）に

基づき、木造耐力壁の国土交通大臣認定を取得した（認定番号 FRM-0703, 2021/8/4, 

壁倍率 2.6 倍）。 

2. 壁倍率認定の適用範囲の拡大へ向けた構造実験 

 せん断すべり面数と構造性能（耐力壁の初期剛性、最大耐力、壁倍率など）の関係

が明らかとなり、今後の方針を決める根拠として有意義な結果を得た。 

3. マルチクライテリア評価による本構法の分析 

 本構法は概ね木材のみで構成されるため、化石燃料由来の建材の使用量が少なく、他の

工法に比べ環境負荷が小さく、炭素固定などの環境メリットは大きく、経済性も高いことが確

認できた。現在、成果を学術論文としてまとめている（年度内に投稿予定）。 
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令和 3年度 地域コトづくりセンター研究会活動報告書 

研究会の名称 HTS バイオ分子設計研究会 

代表者 
氏名 伊東祐二 

所属 鹿児島大学大学院理工学研究科理学専攻 

設置分野 医療・福祉工学 

会 員 数 計 9 名 （学内  2 名・学外  7 名） 

 活動実績 

本年度も昨年度に続き、コロナの影響により、予定していた招聘講師による HTS

バイオ分子設計研究会セミナーの開催を実施することができなかった。 

他の事業内容としては、AMED 先端的バイオプロジェクトの中で、医薬品への転用

が可能なヒト抗体の単離に、本研究会のコア技術である次世代シークエンサーを使

った HTS 技術を使用している。また、企業との共同研究としては、遺伝子治療用ベ

クターウイルスの精製技術の確立に向けた、ランダムペプチドライブラリからの精

製用ペプチドリガンドの単離研究を国内企業と開始し、この単離にも本研究会の

HTS 技術を使用している、 

 

 活動成果  

1. Tabuchi, Y., Watanabe, T., Katsuki, R., Ito, Y. & Taki, M. Direct screening of  a target-

specific covalent binder: stringent regulation of  warhead reactivity in a matchmaking 

environment. Chemical Communications 57, 5378–5381 (2021).  

2. 伊東祐二 & アブドゥールラフィーク. 高機能性抗体医薬品の開発に向けた IgG 抗

体部位特異的修飾法. 医学のあゆみ, 278, 623–629 (2021) 

3. 伊東祐二. 親和性ペプチドによる部位特異的修飾 ADC. BIO Clinica 36, 21–25 (2021). 

4. 伊東祐二 & アブドゥールラフィーク. 抗体の機能向上を可能にする部位特異的修飾

技術 CCAP 法と高機能性抗体医薬品の創出. ファルマシア 57, 625–629 (2021) 

5. “AccumBody” , 登録商標、登録権者 国立大学法人 鹿児島大学、登録第６４４６５

５４号（登録日：2021/9/24） 

6. 科学新聞、先端バイオ今年の展望（代表者が描く戦略：伊東祐二）、2022 年 1 月 1 日 
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令和 3年度 地域コトづくりセンター研究会活動報告書 

研究会の名称 食品加工開拓研究会 

代表者 
氏名 二井 晋 

所属 工学部先進工学科 化学工学プログラム 

設置分野 先進物質材料開発 

会 員 数 計 15 名 （学内 8名・学外 7名） 

 活動実績 

食品加工開拓研究会 第 4回講演会を 3月 1日（火）13：00 から 14：45 にオン

ラインで開催する。講演者は 3名である。 

【カツオおよびお茶に関する講演】 
山崎 歌織 先生（鹿児島女子短期大学 生活科学科） 

木下 朋美 先生（鹿児島県立短期大学 生活科学科） 

【南九州に由来する機能性食品のカプセル化に関する講演】 

武井 孝行 先生（鹿児島大学 工学部 化学工学プログラム） 

 

 活動成果  

 第 4 回講演会は、食材、とくに鹿児島県産のものの高付加価値化に関する話題提

供とした。 

 山崎先生から、カツオについて、含まれる健康機能性成分や、みそ漬けによる品質改善の

関する話題提供をいただく。 
 木下先生にはお茶の香り成分について、種々のお茶が持つ独特の香りから、これまでにない

香りを持つ新たな緑茶の可能性について講演頂く。 
 武井先生より、香りを長く持続させたり、機能性成分の失活を防ぐための機能性食

品のカプセル化技術を紹介いただく。 
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令和 3年度 地域コトづくりセンター研究会活動報告書 

研究会の名称 鹿児島ハイブリッドロケット研究会 

代表者 
氏名 片野田 洋 

所属 理工学域工学系 

設置分野 天文宇宙分野 

会 員 数 計 34 名 （学内 17 名・学外 17 名） 

 活動実績 

１） JAXA 内之浦宇宙空間観測所で 1kN 級エンジンの燃焼試験を 8 回行った． 

２） 鹿児島県工業技術センターで鹿児島ロケット 3 号機の振動試験を行った． 

３） 学内で鹿児島ロケット 3 号機の仮組立てを行った． 

４） 肝付町辺塚海岸で上空風速の測定練習を行った． 

 

 活動成果 

１）新設計のエンジンで 1kN 以上の推力が得られることを燃焼試験により確認した． 

２）鹿児島ロケット 3 号機上段部の振動試験により機械的・電気的な問題点を抽出し，

改善することができた． 

３）学内で鹿児島ロケット 3 号機の仮組立てを行い，部品の干渉等の問題はないこと

を確認した（全長 2.6m，直径 140mm，質量 18kg）． 

４）パイロットバルーン法による上空風速の測定を行い，測定ノウハウを蓄積した． 

５）鹿児島ロケット 3 号機の打上げに向けたワーキンググループ会議をオンサイト・

オンライン併用で２回行い，準備を進めた． 

６）経営協議会学外委員の視察において，鹿児島ロケットの実物大模型とパネル等を

用いて研究概要の説明を行った． 

７）県主導の「宇宙関連ビジネス勉強会」に委員として参加し，鹿児島県の現状の問

題点と今後の取組みについて提案を行った． 

８）県主催の「かごしまスペースフェスタ 2021」に鹿児島ロケットの実物大模型とパネル

を展示した．マルヤガーデンズで開催された一般市民向けイベント「宙ガーデンズかごしま

宙の駅 2021」で講演を行った．  
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2.3 産学連携事業 

1) 企業との共同研究講座 

 「CRS 資源循環システム共同研究講座」 

 

本共同研究講座の目的は、地元の牛・豚・鶏の糞尿等の畜産系廃棄物、焼酎粕や野菜類等の植物系

廃棄物、養殖魚や雲丹殻等の水産系廃棄物を資源循環させる仕組みを構築するシステムの構築にある。

これらの乾燥粉末化やサイレージ化等により廃棄物を飼・肥料に加工する際の、コスト削減、栄養成

分や安全性、さらに目的に応じた効率的な原料選定手法や加工手法などの開発を進めている。 

以下に、本共同研究講座の概要と主な活動状況を示す。 

＜CRS 資源循環共同研究講座の概要＞ 

研究課題：地域特性を活かした資源循環システムの開発 ― 新しい循環型飼料・肥料の開発 ― 

研究実施場所：大学院理工学研究科地域コトづくりセンター、CRS 株式会社入来研究所（入来町） 

設置期間：令和 2年 4月 1日から令和 4年 9月 30 日  

研究担当者： 

【理工学研究科】山口明伸（研究代表者）、審良善和、甲斐敬美、高梨啓和、中島常憲、本間俊雄 

【農学部】樗木直也、紙谷喜則、石橋松二郎、大塚彰、侯徳興、鶴丸博人、橋本文雄 

【水産学部】江幡恵吾、遠藤光、石川学、國師恵美子、佐久間美明 

【CRS 株式会社】内村正広（代表者）、桐野正人、坂井保之、野上琇次、武佳司、内村洋貴 

＜主な活動状況＞ 

・全体会議 

 令和 3年 3 日 1 日：Zoom 会議 作業確認と方針、及び報告について 

・運営委員会（進捗状況報告と確認、及び今後の方針決定） 

   メンバー：山口理工学研究科長、橋本農学部長、佐久間水産学部長、本間特任教授 

        研究科･工学系総務係長、研究科･工学系会計係長 

        内村 CRS 環境事業部本部長、桐野 CRS 入来研究所主任研究員 

 令和 3年  5 日  7 日：運営会議(Zoom)、令和 3年  7 月 16 日：運営会議 

令和 3年 10 月 27 日：第１回定期運営委員会  今までの共同研究内容の確認と再整理 

令和 3年 11 月 24 日：第 2回定期運営委員会  １期前半の仮報告書提出と今後の方針を決定 

・定期ミーティング（CRS と鹿大との意思疎通等確認） 

           メンバー：内村、桐野ほか必要に応じて CRS 社員と本間 

第 1回 9/10、第 2 回 9/21、第 3回 9/28、第 4回 10/4、第 5 回 10/12、第 6回 10/19、 

第 7 回 10/25、第 8回 11/1、第 9回 11/15、第 10 回 11/29、第 11 回 12/13、第 12回 12/20 

・水産学部と CRS 打ち合わせ 令和 3年 1月 22 日金曜日 

・農学部と CRS 打ち合わせ  令和 3年 2月 15 日月曜日 

・担当の先生と CRS 側＋共同研究講座のミーティング 

 令和 3年 9月 30 日木曜日 規格外等のジャガイモの処理や利用について 

農学部:石橋松二郎教授、大塚彰教授、知財:渡辺健一客員教授 

 令和 3年 10 月 19 日火曜日 雲丹養殖とブランド鰤の養殖について 

       水産学部:石川学教授、遠藤光助教 
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令和 3年 11 月 18 日木曜日 VFD に代わる省力化の機器の開発について  

農学部:紙谷喜則准教授、マスター学生、B4 学生 

 令和 3年 12 月 13 月月曜日 そうか病と基腐病について 

農学部:境雅夫教授、池永誠准教授 

 令和 3年 12 月 23 月木曜日 植物生育について 

    農学部:樗木直也教授 

・その他 

a. 令和 3年 10 月 15 日金曜日 地方創生課題ミーティング 磯焼け対策(魚類)  

阿久根市の地域課題としての磯焼け等について ブダイ・イスズミ・アイゴ等の食害対策。 

1.駆除確立、2.利用価値の極めて低いﾌﾞﾀﾞｲ･ｲｽｽﾞﾐ･ｱｲｺﾞ等活用、3.処分方法(堆肥化等) 

  b. 産学･地域共創センター 渡辺健一客員教授に関連特許検索を依頼。特許情報以外に関連施設情

報も継続的に受ける。 

 c. 産学･地域共創センター 中武貞文准教授より南九州地域周辺情報・資源獲得に関する情報提供

を継続的に受ける。 
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2) SDGs 推進事業 

 「海×島 SDGs 推進プロジェクト」 

 

  令和 3年 8月 18 日に地域コトづくりセンターの SDGs 推進事業の一環として、「海×島 SDGs 推進プロ

ジェクト」が設置された。本事業は鹿児島大学の SDGs の取り組みの一環として実施するもので、本大学

の強みである「統合知」と「鹿児島地域版ビッグデータ」を活用することにより、【Ａ】鹿児島県の水産・

海洋産業の事業強化と新規事業の創出を目標にして、これらの産業のスマート化を推進するシステムの開

発や、【B】鹿児島県島嶼部における農林水産業の高度化を促進するための、地域資源としての再生可能エ

ネルギーを最大限利用するシステムの開発、【C】SDGs で言及されている海洋プラスチックごみの合理的な

処理・処分の実現に向けて、鹿児島県海岸におけるプラごみ監視システムの開発等を推進する。 

 

以下に、本年度の主な活動状況を示す。 

 

事業名：地域ビッグデータを活用した、水産・海洋産業のスマート化と島嶼部での再エネ高効率利用

に関する研究（海×島 SDGs 推進プロジェクト） 

実施場所：鹿児島大学および鹿児島県内の事業対象区域 

実施期間：令和 3年度～令和 9年度 

     ただし、令和 3年度はプロジェクト実施のための準備期間である。 

学内研究者：理工学研究科、工学部、水産学部、法文学部、農学部 

 

R3 年 4 月 23 日 事業内容の事前打合せ 

R3 年 5 月 11 日 水産学部長への事業紹介 

R3 年 5 月 14 日 令和 3年度学長裁量経費要求書提出（7月 7日採択） 

R3 年 6 月 11 日 法文学部長への事業紹介 

R3 年 6 月 16 日 水産学部教授会 WEB セミナーでの事業紹介 

R3 年 6 月 17 日 事業内容の事前打合せ 

R3 年 6 月 29 日 IHI 海流発電デバイス「かいりゅう」視察 

R3 年 7 月 12 日 事業内容の事前打合せ 

R3 年 7 月 16 日 事業内容の紹介と共同研究の協力依頼 

R3 年 7 月 27 日 事業内容の紹介と共同研究の協力依頼 

R3 年 8 月 13 日 事業内容の紹介と共同研究の協力依頼 

R3 年 8 月 18 日 海×島 SDGs 推進プロジェクトの設置 
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3）地方自治体との包括連携協定 

  

 平成 29 年 1 月 27 日に締結した理工学研究科と肝付町の包括連携協定に基づいた活動を以下にま

とめる。 

 

包括連携協定に伴う会議記録と対応   

第 1 回協議 

【実施日】令和 3年 5月 14 日（金）10：30-12：00 

【 場 所 】地域コトづくりセンター 

【出席者】＜肝付町＞ 教育長 上久保 秀樹 

企画調整課 課長 永野 秀明  課長補佐 木佐貫 英哉 他 3名 

     ＜鹿児島大学＞センター長 二宮 秀與 

特任専門員 橘 まき 

 

【 概 要 】連携事案として取り組んでいた課題の進捗の確認及び令和 3年度の活動打合せ。 

  既存のロケット研究会での連携に加え、新たにプログラミング講座、肝付町のゼロエミ 

ッションビジョン作成への鹿大教員の参加、タブレットを用いた海外との交流について

取り組むこととなった。 

 

 

 

【センターの取組実績】 

【 ロ ケ ッ ト 研 究 会 】広報・勉強会等の実施支援 

【 プ ロ グ ラ ミ ン グ 講 座 】10 月 13 日(水)プログラミング講座の実施 

【ゼロエミッションビジョン】教員の調整・紹介 

【 海 外 と の 交 流 】交流先の調整・紹介 
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4）その他 

 

産学官連携におけるその他機関との活動について、以下のとおり示す。 

 

自治体との連携 

【 内 容 】大崎町 研究インターンシップについて 

【実施日】令和 3年 5月 10 日（月）15：00-16：00 

【 場 所 】地域コトづくりセンター 

【 概 要 】町内企業での研究インターンシップの可能性について検討 

 

【内容】大崎町 町内企業 

【実施日】令和 3年 6月 3日（木）10：00-11：00 

【場所】オンライン 

【概要】町内企業との研究インターンシップおよび共同研究の可能性について 

 

 

鹿児島県工業倶楽部との連携 

【 内 容 】地域資源活用プラザでの発表 

【実施日】令和 3年 12 月 17 日（金）17：00-19：00 

【 場 所 】マークメイザン 

【 講 演 】「先端研究基盤共用促進事業について」 

鹿児島大学研究推進機構研究支援センター長 

物理・宇宙専攻教授 小山 佳一氏 

     「未来に必要な地域の母胎を目指す地域コトづくりセンター」 

鹿児島大学理工学研究科コトづくりセンター長 

        建築学専攻教授 二宮 秀與氏 

【 概 要 】県内企業を対象に、地域産業との連携を目指す両センターについて説明を行い、連携の

可能性について意見交換を行った。 
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2.4 教育・開発部門 

1) 中央実験工場活動報告 

 

 大学院理工学研究科 地域コトづくりセンター 中央実験工場（以下工場と省略）は、4名の技

術部職員で運営を担当しており、機械工作実習の指導補助や卒論・修論に携わる学生への技術相談

対応などの教育支援業務ならびに実験装置部品や試験片等の受託加工などの技術支援業務、この 2

つを大きな柱とした学内向けの支援業務、そして、地域コトづくりセンターの目的の一つである地

場企業を核とする地域活性化、そのモデルケースとしての共同研究等における技術的支援を行って

いる。 

運営担当技術職員それぞれの専門性を活かし、理工学研究科だけではなく学内全域、さらには地

域活性化のための共同研究等の技術支援にも対応し、大学におけるものづくりの拠点としての認知

度も高く、学内外から活用されている。 

 

➢ 令和 3年度 業務活動報告 

教育部門 

① 利用申請（学生は研究室単位、技術職員は個人での受付） 

 

受付件数：68件 登録者数 237名（1／18時点） 

 

② 安全講習 

設備等利用に際して必要となる安全講習を新規利用希望者対象に行っている。本年度の受講者

数は以下のとおり。 

 

受講者数：157名（1／18時点） 

 

③ 実習指導および工場利用関係 

1. 先進工学科機械工学 PG「機械工作実習 A＆B」 

機械工 2年生 前・後期 各 15回 受講者数：92名 

2. 教育学部講義「技術概論」工場見学 4／28（水） 2限目 受講者：11名 

3. 海洋土木工学科「海洋土木デザイン工学」工場実習 

5/17（月）、5/24（月）、5/31（月）、6/7（月） 全 4回 受講者数：42名 

4. 理学部理学科物理・宇宙 PG「物理計測実験」工場実習 

6／18（金）、6／25（金）、7／2（金）、7／9（金） 全 4回 受講者数：47名 

 

④ 会場提供 

1． 先進工学科機械工学 PG「創造機械設計」 期間：5／19～7／28 1～3限目 

2． NPO法人こどものけんちくがっこう「こどものけんちくがっこう 夏期特別授業」 

      8／4 13:00～17:00 

3． 建築学科「建築設計Ⅳ」 期間：12／1～1／19 水・木曜 3～5限目 

 

開発部門 

① 作業依頼実績（1／18時点） 

受託件数：138件 

（工学系 130件、理学系 4件、医歯学系 4件） 

完了件数＊：134件 ＊令和元年度からの持越を含む 

（工学系 126件、理学系 4件、医歯学系 4件） 

 

 

-24-



図 加工依頼月毎推移 
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2) 企業との共同研究 

 

「効用缶熱交換パイプの半自動洗浄装置の開発」 

理工学研究科付属地域コトづくりセンター開発部門と機械工学プログラムの教員が連携し、さと

うきびから原料糖を製造している種子島の新光糖業と共同研究を行っています。平成 28 年度から

始まった本共同研究は、本年度で 6 年目になりました。 

この研究では、サトウキビの搾汁を濃縮する工程で用いられる効用缶（図 1）の熱交換用パイプ

を、半自動で洗浄する装置の開発を目的としています。洗浄作業効率の飛躍的向上を目指した試作

1 号機（図 2）を平成 30年 3 月に完成させ、平成 30 年 12 月には現場作業で洗浄装置の有効性を証

明し、その後共同研究先である新光糖業株式会社との共同国内特許を取得しました。本年度は、令

和 2 年度に引き続き、実用機の開発に取り組み、9 月にテストベンチ（図 3）を学内の海洋波動実

験棟に設置、試作 2 号機(図 4)の試運転を実施しました。今後は現地での試運転を重ね、実用化を

目指します。 

 

 

完成すれば、6 名程度で行っていた作業が 1～2 人で行えるようになる。 

図 1 サトウキビ搾汁を濃縮する効用缶 

図 2 半自動洗浄装置の試作 1号機の図面 

図 4 試作 2 号機 図 3 テストベンチ -26-



2.5 研究インターンシップ 

1) 派遣実績 

 

学 年 専 攻 派遣先企業 期 間 

Ｍ２ 工学/海洋土木工学プログラム ＣＲＳ株式会社 R3.7/1～7/31 

Ｍ１ 理学/化学プログラム 凸版印刷株式会社 R3.11/1～11/30 

 

2）企業説明会、相談会、報告会 

 

〇 研究インターンシップウィーク（Web企業交流会） 

鹿児島大学の学生向けに、一般社団法人 産学協働イノベーション人材育成協議会（C-ENGINE）に

参加する企業との交流会を企画・実施。また、県内企業からも参加いただき、多様な企業との交流会

となった。 

【開催日時】令和 3年 4月 19日(月)、20日(火)、28日(水)10:30-11:30、 

       令和 3年 4月 22日(木)、23日(金）13:00-14:00/14:30-15:30、 

       令和 3年 4月 26日(月)10:30-11:30/13:00-14:00、4月 27日(火)13:00-14:00 

【場  所】オンライン（Zoom） 

【参 加 者】78名（工学部 58名、理学部 20名） 

【次  第】 

時 間 プログラム 発表者 

5分 
「研究インターンシップ(1・2）に

ついて」説明 
地域コトづくりセンター 特任専門員 橘 まき 

30分 

企業より企業紹介 

・研究インターンシップのテーマ 

・昨年度の事例 

各企業担当者 

25分 質疑応答 各企業担当者、橘 まき 

 

【実施スケジュール】 

日 時 4月19日(月) 4月20日(火) 4月22日(木) 4月 23日(金) 4月 26日(月) 4月 27日(火) 4月 28日(水) 

10:30- 

11:30 
C-ENGINE 

ダイキン

工業 
  日東電工  京セラ 

13:00- 

14:00 
  

住友電気

工業 
ロート製薬 堀場製作所 村田製作所  

14:30- 

15:30 
  米盛建設 巴川製紙所    
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〇 個別相談会 

【開催日時】令和 3年 5月 18日(火) 13:30-14:30 

【開催日時】令和 3年 5月 19日(水) 13:30-14:30 

【場  所】地域コトづくりセンター事務局内 

【相 談 者】1名 

 

〇 定期相談会 

【開催日時】令和 3年 6月、7月（火水木 13:00～16:00） 

【場  所】地域コトづくりセンター事務局内 

【相 談 者】0名 

 

〇 米盛グループ研究インターンシップ Web交流会 

【開催日時】令和 3年 6月 16日(水)15:00～16:00 

【場  所】オンライン(Zoom) 

【参 加 者】1名 

 

〇 Global Professional Week2021 研究インターンシップ報告会 

 グローバル人材育成支援室との共催で、Global Professional Week2021を開催。来年度、大学院に

入学予定の学生を主対象とし、学部生からも多く参加者を募り実施した。 

【開催日時】令和 3年 12 月 8日(水)13:30-14:30 

【場  所】オンライン（Zoom） 

【共  催】大学院理工学研究科 グローバル人材育成支援室 

【参 加 者】56名 

【次  第】 

時 間 プログラム 発表者 

13:40- 鹿大のインターンシップについて 地域コトづくりセンター 特任専門員 橘 まき 

13:50- 研究インターンシップ 経験談 海洋土木工学 2年 川崎 奈穂 

14:10- CRS株式会社 ご紹介 CRS株式会社 環境事業部 主任研究員 桐野 正人 

14:20- 質疑応答 川崎 奈穂、CRS株式会社 桐野 正人、橘 まき 

 

橘特任専門員が地域コトづくりセンターの役割や、研究インターンシップの流れについて説明。 

研究インターンシップ経験者の報告として、川崎 奈穂（博士前期課程 2年（実施時））より、CRS株

式会社での経験談を報告。研究のテーマや、インターンシップ生として企業で働くことにより得られ

た気づきや、その後の学生生活への影響など、経験者ならではの報告がなされた。続く受け入れ企業

である CRS株式会社からは、当時の受入担当者による評価や、大学生に期待することなど、在学生に

とっても興味深い発表を頂いた。 
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3) 協力企業 

 

C-ENGINE参加企業・共同研究先企業・鹿児島県内企業等、研究インターンシップ受入先を開拓。 

76社に依頼し、29社より回答を得た。受入可能との回答を得た企業については manaba上で企業概要

を紹介した。 

 

【C-ENGINE参加企業】（7 社） 

企業名 所在地 

京セラ 株式会社 京都市伏見区竹田鳥羽殿町６ 

住友電気工業 株式会社 大阪市此花区島屋 1-1-3 

ダイキン工業 株式会社 大阪府摂津市西一津屋１番１号 

日東電工 株式会社 大阪府茨木市下穂積 1-1-2 

株式会社 堀場製作所 京都市南区吉祥院宮の東町２ 

株式会社 村田製作所 京都府長岡京市東神足 1丁目 10番 1号 

ロート製薬 株式会社 大阪市生野区巽西 1-8-1 

 

 

【地元企業】（6社） 

企業名 所在地 

アサダメッシュ 株式会社 鹿児島県薩摩川内市祁答院町黒木 6165番地 

ＹＥＪガラス 株式会社 出水市高尾野町大久保 3816-23 

株式会社 栄電社 鹿児島市下荒田一丁目 36 番 24号 

株式会社 藤田ワークス 霧島市国分上野原ﾃｸﾉﾊﾟｰｸ 12番 18号 

米盛建設 株式会社 鹿児島市草牟田二丁目 2番 7号 

株式会社 ＪＳＶ 鹿児島市広木 2丁目 8-17 
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4) ジョブ型インターンシップ 

 

既存の C-ENGINEによる研究インターンシップに加え、本年度より文部科学省より先行的・試行的な

実施が始まったジョブ型研究インターンシップへの参加を検討、連合農学研究科とともに、鹿児島大

学として「ジョブ型研究インターンシップ推進協議会」に入会した。 

博士課程学生が対象であり、有給のインターンシップであるという 2点が C-ENGINEの研究インター

ンシップと大きく違う点であり、学生の選択肢の一つとして、今後、コトづくりセンターが事業窓口

として文科省との調整・学内への情報発信・実施支援等を行うこととなった。 

 

ジョブ型インターンシップの目的・定義は以下のとおり。 

 

【目的】 

大学院教育の一環として行われる長期間かつ有給の研究インターンシップの普及により、これらの

ことを文化として社会に定着させる。もって、Society5.0にふさわしい雇用の在り方と高等教育が提

供する学びのマッチングを図る。 

・優秀な大学院生が、安心して博士課程への進学を選択できる環境にあること 

・今後拡大が見込まれるジョブ型採用を見据え、産業界と大学が連携して大学院教育を行い、国際競

争に耐ええる研究力に裏打ちされた実践力を養成すること 

・学業に支障をきたすことなく、学生の成長にとって有意義なインターンシップが行われ、学習成果

を活用した採用活動が行われること 

 

【定義】 

以下の要件をすべて満たすインターンシップを「ジョブ型研究インターンシップ」とする。 

・研究遂行の基礎的な要素・能力を持った大学院学生が対象 

（当面の間、博士課程学生であって、学生の専攻分野は自然科学系を対象とし、修士課程学生につ

いては、引き続き検討） 

・長期間（2ヶ月以上）かつ有給の研究インターンシップ 

・正規の教育課程の単位科目として実施 

・ガイドラインに沿ったジョブディスクリプション（業務内容、必要とされる知識・能力等）を提示 

・インターンシップ終了後、学生に対し面談評価を行い、評価書・評価証明書を発行 

・インターンシップの成果は、企業が適切に評価し、採用選考活動に反映することが可能 
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5) コーディネーター 活動報告 

 

一般社団法人 産学協働イノベーション人材育成協議会の構成大学としてのコーディネーター活動

及び学内外での研究インターンシップ推進のための活動を以下に示す。 

 

文科省主催 ジョブ型インターンシップ 

【日時】令和 3年 4 月 21日(水) 説明会 

         6 月 30日(水) 説明会 

          8 月 20日(金) 第 1回運営委員会 

          9 月 10日(金) 説明会 

         10 月 19日(火) 説明会 

         11 月 16日(火) 説明会 

 12 月 9日(木) 説明会 

 12 月 20日(月) 

～24日(金) 

第 2回運営委員会・書面審議 

 

一般社団法人 産学協働イノベーション人材育成協議会 

【日時】令和 3年 5 月 26日(水) 通常社員総会 

         7 月 30日(金) コーディネーター会議 

          10 月 28日(木) シンポジウム/役員意見交換会 

    令和 4年  2 月 17日(木) コーディネーター会議 
 

産学・共創センター  

【日時】令和 3年 5 月 17日(月) 県内コーディネーター会議 

    令和 4年  3 月 9日(水) 県内コーディネーター会議 
 

科学技術振興機構 目利き人材育成プログラム 

【日時】令和 3年 9 月 8日(水) バリュープロデュースコース 

         9 月 9日(木) バリュープロデュースコース 

          11 月 10日(水) バリュープロデュースコース 

          11 月 11日(木) バリュープロデュースコース 

    令和 4年    1 月 12日(水) バリュープロデュースコース 

       1 月 13日(木) バリュープロデュースコース 
 

 

 

   

-31-



4 19 ( ) 28 ( )

WEB

kotozukuri@gm.kagoshima-u.ac.jp
(099-285-7689)

C-ENGINE

-32-



3. 会議報告 

1) 運営会議 

 当会議は地域コトづくりセンターの事業の企画・立案及び部門の連絡・調整、研究会の設立審議等

を審議・決定できる組織で、センターにおける最高決議機関となっている。令和 3 年度の実施状況

を以下に示す。 

令和 3年度第 1回運営会議 

開催日 令和 3年 6月 2日(水)15:15-16:00 web会議 

出席者 【事務局】 

センター長 二宮 秀與、副センター長 伊東 祐二、特任専門員 橘 まき 

【研究部門】 

教育部門 部門長 熊澤 典良、副部門長 奈良 大作 

開発部門 部門長 上谷 俊平、副部門長 萩原 孝一 

研究部門 部門長 片野田 洋、副部門長 二井 晋 

【各分野 分野長】 

地域創生・安全工学分野長 酒匂 一成 

環境・エネルギー分野長 鷹野 敦 

医療・福祉工学分野長 伊東 祐二（兼務） 

先進物資材料開発分野長 二井 晋（兼務） 

天 文 宇 宙 分 野 長 片野田 洋（兼務） 

【オブザーバー】 

研 究 科 長 山口 明伸 

技術部 総括技術長 前田 義和 

事 務 部 長 原田 隆 

総 務 係  係 長 吉満 伸二 

会 計 係  係 長 首高 英司 

コトづくりセンター 事務補佐員 福田 しのぶ 

次第 1．センター規約の修正について 

2．研究会の設立・継続について 

3．令和 2年度決算報告 

4．令和 3年度活動計画          

議事内容 1. センター規約の修正について、資料 1 をもとに説明がなされた。研究会設置規

則・研究部門運営細則・教育・開発部門運営細則のうち「規則」「細則」部分を、

「申合せ」に変更することについて、承認された。 

2．研究会の設立・継続について、酒匂先生・木方先生より、新研究会の概要が説 

明されるとともに、8研究会について継続申請が提出されている旨、二宮先生よ 

り説明がなされ、承認された。 

3. 令和 2年度決算報告について、事務局および工場から説明がされ、承認された。 

4. 令和 3年度の活動計画について、事務局・研究部門・教育・開発部門より説明 

がされ、承認された。 
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令和 3年度第 2回運営会議 

開催日 令和 3年 8月 18日(水)13:45-14:30 web会議 

出席者 【事務局】 

センター長 二宮 秀與、副センター長 伊東 祐二、特任専門員 橘 まき 

【研究部門】 

教育部門 部門長 熊澤 典良、副部門長 奈良 大作 

開発部門 部門長 上谷 俊平（欠席）、副部門長 萩原 孝一 

研究部門 部門長 片野田 洋、副部門長 二井 晋 

【各分野 分野長】 

地域創生・安全工学分野長 酒匂 一成 

環境・エネルギー分野長 鷹野 敦（欠席） 

医療・福祉工学分野長 伊東 祐二（兼務） 

先進物資材料開発分野長 二井 晋（兼務） 

天 文 宇 宙 分 野 長 片野田 洋（兼務） 

【オブザーバー】 

研 究 科 長 山口 明伸 

技術部 総括技術長 前田 義和 

事 務 部 長 原田 隆 

総 務 係  係 長 吉満 伸二 

会 計 係  係 長 首高 英司 

コトづくりセンター 事務補佐員 福田 しのぶ 

次第 1. SDGs推進事業 

「海×島 SDGs推進プロジェクト」について 

2. 令和 3年度会計予算（案）  

3. シンポジウムの開催について         

議事内容 1. SDGs推進事業 

「海×島 SDGs 推進プロジェクト」について、地域コトづくりセンターの研究部

門に SDG推進事業枠を新たに設け、海×島 SDGs推進プロジェクトを進めること

が承認された。 

2. 令和 3年度会計予算（案）について、資料 2に基づき事務局および教育、開発部

門から説明が行われ、承認された。 

3. シンポジウムの開催について 

  橘特任専門員よりプログラム案（資料 3）の説明があった。 

令和 3年 12月 1日(水)に産学・地域共創センターセミナー室及びオンラインに

て「スマート農業を目指した農工連携による IoTの展開（仮）」をテーマとし、 

開催する予定。今後事務局にて準備をすすめていく。 
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令和 3年度第 3回運営会議 

開催日 令和 4年 3月 4日（金）13:45-14:30 web会議（予定） 

出席者（予定） 【事務局】 

センター長 二宮 秀與、副センター長 伊東 祐二、特任専門員 橘 まき 

【研究部門】 

教育部門 部門長 熊澤 典良、副部門長 奈良 大作 

開発部門 部門長 上谷 俊平、副部門長 萩原 孝一 

研究部門 部門長 片野田 洋、副部門長 二井 晋 

【各分野 分野長】 

地域創生・安全工学分野長 酒匂 一成 

環境・エネルギー分野長 鷹野 敦 

医療・福祉工学分野長 伊東 祐二（兼務） 

先進物資材料開発分野長 二井 晋（兼務） 

天 文 宇 宙 分 野 長 片野田 洋（兼務） 

【オブザーバー】 

研 究 科 長 山口 明伸 

技術部 総括技術長 前田 義和 

事 務 部 長 原田 隆 

総 務 係  係 長 吉満 伸二 

会 計 係  係 長 首高 英司 

コトづくりセンター 事務補佐員 福田 しのぶ 

次第（予定） 議題 

1. 令和 3年度活動報告 

2. 来年度の計画について 

3. その他 

報告 

1. 予算執行報告 
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2) 研究部門会議 

当会議は、研究部門における支援成果確認等の活動を主目的とする組織である。会議メンバーは

センター長、副センター長、研究部門 5分野長とセンター事務局のスタッフである。令和 3年度は、

産学・地域共創センターと連携を図るため、産学・地域共創センター連携推進部門からも出席をい

ただいた。開催日時と主な議題を以下に示す。 

 

 〇令和 3年 6月 2 日(水)14:30-15:15 Web 会議 

  ・産学・地域共創センターより情報提供 

  ・新研究会の設置について 

  ・既存研究会の延長について 

  ・（各研究会）令和 2年度研究会会計報告及び 

   令和 3年度活動計画について 

  ・シンポジウムの開催について 

 

 〇令和 3年 8月 18 日(水)13:00-13:45 Web 会議 

  ・産学・地域共創センターより情報提供 

  ・SDGs 推進事業「海×島 SDGs 推進プロジェクトについて 

  ・令和 3年度研究会予算配分について 

  ・シンポジウムの開催について 

 

 〇令和 3年 3月 4 日(金）13:00-13:45 Web 会議（予定） 

  ※分野長と研究会代表者合同会議 

  ・産学・地域共創センターより情報提供 

   ・研究会活動報告について 

・令和 3年度事業実施報告書について 

・第 3回運営会議について 
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3) 事務局定例会議 

日時 議事 

令和 3年 

4 月 8 日(木)13:00-14:00 

･令和 2年度事業実施報告書配布先確認 

･令和 3年度リーフレット、研究会一覧表作成案 

･肝付町との打合せ日程調整 

･新研究会設置、研究会延長申請案について 

･研究インターンシップ Week 企業交流会準備進捗 

4 月 30 日(金)10:30-12:00 ･第 1 回研究部門会議、運営会議次第準備 

･令和 3年度リーフレット配布先案 

･センター規約変更確認 

･シンポジウム開催案について 

･研究インターンシップ Week 企業交流会実施報告 

5 月 17 日(月)10:30-12:00 ･第 1 回研究部門会議、運営会議準備進捗 

･研究会継続申請書案について 

･令和 3年度リーフレット、研究会一覧表完成と配布予定 

･研究インターンシップ個別相談会実施について 

･肝付町との協議内容と今後の対応について 

5 月 24 日(月)10:30-12:00 ･第 1 回研究部門会議、運営会議当日資料の確認 

･研究インターンシップ活動報告（C-ENGINE の web 交流会申込

状況、IDM 登録状況等について） 

･肝付町との連携 

5 月 31 日(月)11:00-12:00 ･第 1 回研究部門会議、運営会議当日資料最終確認 

･研究インターンシップ活動報告（学生との個別面談と応募準

備、C-ENGINE の web 交流会周知、米盛グループ web 交流会準備

等について） 

6 月 14 日(月)10:30-12:00 ･肝付町との連携（川上小学校跡地利用は年 1回程度、ゼロエミ

ッションビジョン講師検討、プログラミング教室開催案） 

･研究インターンシップ活動報告（学生 1名決定 2名が応募、 

大崎町の企業より研究インターンシップの相談等） 

･シンポジウム進捗 

6 月 21 日(月)13:30-14:00 ･産学・地域共創センターからの相談（離島の住宅について） 

･肝付町との連携（川上小学校跡地利用は国際交流で JICA と調

整、ゼロエミッションビジョンは法文学部教員へ依頼、プログ

ラミング教室講師決定等） 

･研究インターンシップ活動報告 

（米盛グループ web 交流会実施報告、2名の応募学生進捗、 

 大崎町の企業との Zoom 会議実施予定等） 
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7 月 5 日(月)10:30-12:00 ･肝付町との連携進捗（インターネットを利用した国際交流パー

ス市で調整、ゼロエミッションビジョン第 1回打合せ、プログ

ラミング教室準備） 

･ジョブ型インターンシップ進捗 

･シンポジウム会場や内容案 

･共創センターからの依頼事項（離島の住宅について） 

･新光糖業との共同研究進捗 

7 月 7 日(水) ･シンポジウムについての詳細打合せ 

7 月 19 日(月)13:00-14:00 ･第 2 回研究部門会議、運営会議準備 

･研究会予算配分案 

･新横断型プロジェクトの設置について 

･シンポジウム講師依頼、プログラム作成等進捗 

･肝付町との連携報告（インターネットを利用した国際交流決

定、プログラミング教室決定） 

･ジョブ型インターンシップ正式申込について 

8 月 3 日(火)13:00-14:00 ･第 2 回研究部門会議、運営会議次第案 

･シンポジウム日程、プログラム、発表者等の進捗 

8 月 11 日(水)10:00-11:00 ･第 2 回研究部門会議、運営会議当日資料の最終確認 

･シンポジウム発表者選定と広報活動案 

･産学・地域共創センター依頼の研究シーズ MAP について 

9 月 10 日(金)10:30-11:00 ･シンポジウム広報確認 

･新光糖業今後の予定について 

10 月 5 日(火)11:00-11:30 ･シンポジウムチラシ確認、共催後援確認、今後のスケジュール 

･肝付町連携報告（プログラミング教室報告） 

･ジョブ型インターンシップ鹿児島大学向け説明会予定 

11 月 1 日(月)10:30-11:10 ･シンポジウム広報確認、今後のスケジュール等最終確認 

･研究インターンシップ web 報告会について 

12 月 16 日(木)10:30-11:30 ･シンポジウム実施報告 

･ニュースレター、事業実施報告書について 

･事務局予算の進捗 

･研究インターンシップ Web 報告会の開催報告 

･1 月からのスケジュールについて 

令和 4年 

1 月 17 日(月)10:30- 

･事業実施報告書、ニュースレター作成進捗 

･第 3 回研究部門会議、運営会議、研究会代表者会議について 

2 月 1 日(火)10:30-11:00 ･事業実施報告書の内容確認 
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4) 教育・開発部門会議 

 

 当該会議は教育実習及び加工依頼等の過月の実績状況報告と当月の予定確認、また、地域コトづくり

センター中央実験工場（以下工場と省略）の運営を円滑に行うための情報共有を行うことを主目的とし

ている。会議のメンバーはセンター長、教育部門長、開発部門長、センター技術職員 4 名とセンター事務

局職員のスタッフ 1名である。令和 3年度の開催日時と会議内容を以下に示す。 

 

 

〇令和 3年 4月 8日（木）9：00～ 参加者 センター長、部門長 2名、技術職員 4名、事務局員 

 ・工場実習授業について、加工依頼について、安全講習・利用申請書について 

（毎月の報告なので以降省略） 

・工場設備利用状況について（1月～3月） 

・令和 2年度教育部門まとめ 

・工場利用説明会の中止について 

・IOT 実証ラボ工場見学について 

〇令和 3年 5月 13 日（木）9：00～  参加者 センター長、部門長 2 名、技術職員 4 名、事務局員 

・令和元年度工場決算、令和 2年度予算案報告 

 ・IOT 実証ラボ工場見学について 

 ・工場利用時の保険の加入について 

〇令和 3年 6月 2日（水）9：00～   参加者 センター長、部門長 2名、技術職員 4名、事務局員 

 ・IOT 実証ラボ工場見学について 

 ・施設利用申請について 

〇令和 3年 7月 7日（水）9：00～   参加者 センター長、部門長 2名、技術職員 4名、事務局員 

・工場設備利用状況について（4月～6月） 

   ・設備利用申請について 

   ・工作機械の修理について 

〇令和 3年 8月 4日（水）9：00～    参加者 センター長、部門長 2名、技術職員 4名、事務局員 

 ・加工依頼における工作機械使用時間について 

・第１四半期受託作業について 

 ・施設利用申請について 

 ・地域ことづくりセンター運営会議について 

 ・地域ことづくりセンターシンポジウムについて 

〇令和 3年 9月 2日（木）9：00～    参加者 センター長、部門長 2名、技術職員 4名、事務局員 

・学内視察について 

〇令和 3年 10月 7日（木）9：00～   参加者 センター長、部門長 2名、技術職員 4名、事務局員 

・工場設備利用状況について（7月～9月） 

・学内視察について 
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〇令和 3年 11 月 4日（木）9：00～  参加者 センター長、部門長 2 名、技術職員 4 名、事務局員 

 ・第 2四半期受託作業について 

   ・施設利用申請について 

 ・学内視察について 

〇令和 3年 12月 2日（金）9：00～  参加者 センター長、部門長 2 名、技術職員 4 名、事務局員 

 ・工場内照明取替工事について 

〇令和 4年 1月 14 日（金）9：00～   参加者 部門長 2名、技術職員 3 名、事務局員 

・加工依頼料について 

・工場設備利用状況について（10月～12 月） 

・共同研究について 
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＜附録・資料＞ 

Ⅰ．鹿児島大学大学院理工学研究科地域コトづくりセンター組織規則 

Ⅱ. 令和３年度地域コトづくりセンター組織図 

Ⅲ. 令和３年度地域コトづくりセンター研究部門協力教員名簿 
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鹿児島大学大学院理工学研究科地域コトづくりセンター組織規則 

 

平成 27 年２月 18 日 

理工研規則第 １ 号 

(趣旨) 

第１条 この規則は、鹿児島大学学則(平成16年規則第86号)第８条第２項の規定に基づき、

鹿児島大学大学院理工学研究科地域コトづくりセンター (以下「センター」という。)の組

織に関し、必要な事項を定める。 

(目的) 

第２条 センターは、理工学研究科が特色・強みとする分野等において、地域、特に南九州

地区の企業・自治体等の活性化や雇用の創出に係る諸課題の解決につながる研究・活動等

の支援、自然科学を深く理解し、イノベーションの創出に貢献できる研究開発技術者の育

成等の支援を目的とする。 

(業務) 

第３条 センターにおいては、次に掲げる業務を行う。 

(1) センターが主体として行う地域に関連した競争的資金による研究・プロジェクトの採

択を目指した準備研究の支援及び研究・プロジェクト実施のマネージメント 

(2) センターが主催する研究会及びプロジェクトの支援 

(3) 博士後期課程の学生の地域共同研究への参画の支援 

(4) センターが主体として行う地域に関連した研究・プロジェクト、博士後期課程の学生

が参画する地域共同研究等に伴う関係機関との情報交換及び調整 

 (5) センター設置の設備等を用いた実験装置、試作品等の設計・製作の支援 

(6) センター設置の設備等を用いた授業、研修、公開講座等の実施の支援 

(7)  研究インターンシップマッチング業務 

(8)  その他センターの目的を達成するために必要なこと 

 (部門及び分野) 

第４条 第２条の目的を達成するため、センターに次の部門及び分野を置く。 

(1) 研究部門  

ア 環境・エネルギー分野 

イ 医療・福祉工学分野 

ウ 地域創生・安全工学分野 

エ 先進物質材料開発分野 

オ 天文宇宙分野 

カ その他、センター長が認めた研究分野 

(2)  開発部門 

(3) 教育部門  
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(組織) 

第５条 センターに次に掲げる職員を置くことができる。 

(1)  センター長 

(2) 副センター長 

(3) 部門長 

(4) 副部門長 

(5)  分野長 

 (6) 特任教員 

(7) その他必要な職員  

２ 前項第３号から第７号に掲げる職員は、センター長の命を受け、センターの業務に従事

する。 

 (センター長) 

第６条 センター長は、理工学研究科長が指名する副研究科長をもって充てる。 

２ センター長は、センターの業務を掌理する。 

３ センター長の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、センター長に欠員を生じた場

合の補欠のセンター長の任期は、前任者の残任期間とする。 

(副センター長) 

第７条 副センター長は、理工学研究科長が指名する者をもって充てる。 

２ 副センター長は、センター長を補佐する。 

３ 副センター長の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、副センター長に欠員を生じ

た場合の補欠の副センター長の任期は、前任者の残任期間とする。 

 (部門長及び副部門長) 

第８条 第４条第１項各号に掲げる部門に部門長及び副部門長を置き、センター長が指名す

る者をもって充てる。 

２ 部門長は、部門の業務を掌理し、センター長を補佐する。 

３ 副部門長は、部門の業務について部門長を補佐する。 

４ 部門長及び副部門長の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、部門長及び副部門長

に欠員を生じた場合の補欠の部門長及び副部門長の任期は、前任者の残任期間とする。 

(分野長) 

第９条 第４条第１項第１号に掲げる各分野に分野長を置き、センター長が指名する者をも

って充てる。 

２ 分野長は、分野の業務を掌理し、センター長を補佐する。 

３ 分野長の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、分野長に欠員を生じた場合の補欠

の分野長の任期は、前任者の残任期間とする。 
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(運営会議) 

第 10 条 センター事業の企画・立案並びに部門間及び分野間の連絡・調整を図るため、運営

会議を置く。 

２ 運営会議は、センター長、副センター長、部門長、副部門長、分野長及びセンター長が

必要と認めた者をもって組織する。 

３ 運営会議に議長を置き、センター長をもって充てる。 

(事務) 

第 11 条 センターに関する事務は、理工学研究科等研究科・工学系総務課において処理する。 

(雑則) 

第 12 条 この規則に定めるもののほか、センターに関し必要な事項は、センター長が別に定

める。 

 

附 則 

この規則は、平成 27 年４月１日から施行する。 

   附 則 

１ この規則は、平成 28年４月１日から施行する。 

２ この規則の施行後、最初の副センター長の任期は、第７条第３項の規定にかかわらず、

平成 29 年３月 31 日までとする。 

附 則 

１ この規則は、平成 28年９月９日から施行する。 

２ この規則の施行後、最初の分野長の任期は、第９条第３項の規定にかかわらず、平成 29

年３月 31日までとする。 

附 則 

この規則は、令和３年４月 14日から施行し、令和３年４月１日から適用する。 

附 則 

この規則は、令和３年５月 19日から施行し、令和３年４月１日から適用する。 
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部門長

熊澤 典良

萩原 孝一
奈良 大作
児島 諒昭
吉野 広大

令和３年度地域コトづくりセンター組織図

事務局

センター技術職員

令和3年8月18日

教育部門 開発部門 研究部門

研究代表者

山口 明伸

機械工学プログラム 准教授

副部門長

奈良 大作
技術部

部門長

上谷 俊平

副部門長

萩原 孝一

機械工学プログラム 教授

技術部

副部門長

二井 晋

部門長

片野田 洋
機械工学プログラム 教授

化学工学プログラム 教授

地域創生・安全工学分野

酒匂 一成

【各分野 分野長】

環境・エネルギー分野

鷹野 敦

医療・福祉工学分野

伊東 祐二（兼務）

先進物質材料開発分野

二井 晋（兼務）

海洋土木工学プログラム 教授

建築学プログラム 准教授

化学プログラム 教授

化学工学プログラム 教授

CRS資源循環ｼｽﾃﾑ共同研究講座

海洋土木工学プログラム 教授

特任専門員
橘 まき

事務補佐員
福田 しのぶ

オブザーバー

前田 義和

技術部 総括技術長

天文宇宙分野

片野田 洋（兼務）
機械工学プログラム 教授

（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材育成支援室兼務）

海×島ＳＤＧｓ推進プロジェクト

海洋土木工学プログラム 教授

山城 徹

運営会議

【共同研究講座】

地域コトづくりセンター センター長 二宮 秀與
副センター長 伊東 祐二

鹿児島大学大学院 理工学研究科

（施設名） センターの主な設備

CAD/CAM室 3次元CAD/CAMシステム

機能創成室 3Dプリンタ3次元計測器

工作室 作業台ボール盤保管棚

事務局の主な業務

・センターの管理運営

・研究会の支援

・地域課題の取組支援

・研究インターンシップの

コーディネート

【 ＳＤＧｓ 推進事業】

お問合せ先

鹿児島大学大学院 理工学研究科

建築学棟１号館 １階 事務局

Ｅ-mail :kotozukuri@gm.kagoshima-u.ac.jp

ＨＰ：http://kotozukuri.eng.kagoshima-u.ac.jp/

ＴＥＬ : 099-285-7689 （特任専門員 橘 ）

ＴＥＬ : 099-285-7363 （事務補佐員 福田）
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No 所属 氏名
地域創生・
安全工学

環境・
ｴﾈﾙｷﾞｰ

医療・
福祉工学

先進物質
材料開発

天文宇宙

1 片野田 洋 ○ ○

2 上谷　俊平 〇

3 木下 英二 ○ ○

4 熊澤 典良 〇

5 佐藤　紘一 ○

6 西村 悠樹 ○

7 洪 定 杓 ○

8 松﨑 健一郎 ○

9 余　永 〇

10 青野　祐美 ○ ○

11 大畠 賢一 ○

12 川畑 秋馬 ○

13 田中 哲郎 ○

14 西川 健二郎 ○

15 平山 斉 ○

16 福島 誠治 ○

17 堀江 雄二 ○ ○

18 山本 吉朗 ○

19 鯵坂 徹 ○

20 木方 十根 ○

21 黒川 善幸 ○

22 小山 雄資 ○

23 塩屋 晋一 ○

24 曽我 和弘 ○

25 鷹野 敦 ○ ○

26 二宮 秀與 ○

27 松鵜 さとみ ○

28 増留　麻紀子 〇

29 柴田　晃宏 〇

30 石川　岳志 ○

31 上田 岳彦 ○

32 甲斐 敬美 ○ ○

33 門川 淳一 ○

34 金子 芳郎 ○ ○

35 五島 祟 ○ ○

36 鮫島 宗一郎 ○ ○

37 下之薗 太郎 ○ ○

38 隅田 泰生 ○ ○

39 武井 孝行 ○

40 中里 勉 ○ ○

41 中島 常憲 ○

42 二井 晋 ○

43 橋口 周平 ○

44 橋本 雅仁 ○

45 水田 敬 ○ ○

46 山元 和哉 ○

47 吉田 昌弘 ○

48 吉留 俊史 ○

49 若尾 雅広 ○

50 満塩　勝 〇

令和3年度　研究部門協力教員名簿

機械工学
【9名】

電気電子
工学

【9名】

化学工学・
化学生命工

学
【21名】

建築学
【11名】
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No 所属 氏名
地域創生・
安全工学

環境・
ｴﾈﾙｷﾞｰ

医療・
福祉工学

先進物質
材料開発

天文宇宙

51 浅野 敏之 ○

52 安達 貴浩 ○

53 伊藤 真一 ○

54 柿沼 太郎 ○

55 加古 真一郎 ○

56 木村 至伸 ○

57 小池　賢太郎 ○

58 齋田 倫範 ○

59 酒匂 一成 ○

60 三隅 浩二 ○

61 山口 明伸 ○

62 山城 徹 ○ ○

63 内山 博之 ○

64 岡村 純也 ○

65 小野 智司 ○

66 鹿嶋 雅之 ○

67 加藤 龍蔵 ○

68 山下 和香代 ○

69 吉田 秀樹 ○ ○

70 渡邊 睦 ○

71 王  鋼 ○

72 大橋　勝文 〇

73 松元　隆博 〇

74 小山 佳一 ○ ○ ○

75 野澤 和生 ○

76 半田 利弘 ○

77 三井 好古 ○

78 化学 伊東 祐二 ○ ○

79 生物学 内海　俊樹 ○

80 地球科学 礼満　ハフィーズ 〇 〇

81 伊藤 昌和 ○ ○

82 今井 裕 ○

83 大野 裕史 ○

84 塗木 淳夫 ○

海洋土木
工学

【12名】

物理・宇宙
【4名】

　計　84　名

共通教育
センタ－
【4名】

情報・生体
工学

【11名】
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＜本報告についてのお問合せ先＞ 
 国立大学法人鹿児島大学大学院理工学研究科 
 地域コトづくりセンター事務局 

TEL:099-285-7689，099-285-7363 
E-MAIL：kotozukuri@gm.kagoshima-u.ac.jp 
ホームページ： 
http://kotozukuri.eng.kagoshima-u.ac.jp/top/ 


	目次
	1.センター長あいさつ
	2.1)事務局 主催共催事業
	2.2)事務局 企業との共同研究等
	2.3)事務局 地域コトづくりセンターシンポジウム
	2.2.1)研究会活動　研究会一覧
	2.2)研究会活動報告
	2.3.1)CRS資源循環システム共同研究講座
	2.3.2)海×島SDGs推進プロジェクト
	2.3.3)地方自治体との包括連携協定
	2.3.4)産学官連携事業その他
	2.4.1)教育・開発部門　中央実験工場活動報告
	2.4.2)効用熱交換パイプの半自動洗浄装置の開発
	2.5研究インターンシップ
	3.1)会議報告　運営会議
	3.2)会議報告　研究部門会議
	3.3)会議報告　事務局定例会議
	3.4)会議報告　教育・開発部門会議
	附録・資料
	組織規則
	組織図
	研究部門協力教員名簿



